




■取り組みの概要
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学生の主体性やコミュニケーション能力向上に貢献

	c�G�w	ÿ�¢�¢���›�£	c�G�w�l�• �¢�²���›�£

	c�O�F
�G�¶

森林整備＆教育
の場として利用

予算の
拠出

�Ç

��
æ
�J�¶	²

「森林文化」、「森林文化演習」を実施

依頼 申請

●飯能市の市有林を活用した「駿大の森」
駿河台大学は、地域の中高一貫校である聖望学園と

共同で、埼玉県飯能市奥名栗に位置する約2haの市

有林で森林整備活動を実施しています。これは、大学

と飯能市との間で結ばれた、100年間にわたって無

償で貸与するとの協定に基づいています。もともと山

火事によって植生が焼失していた裸地でしたが、草刈

りの後、広葉樹約1,000本を植林し、現在は、それ

らの育成作業が主となっています。

●私有林を活用した「駿大の里山」
キャンパス内の大学所有林（15ha）に対して、間

伐等の森林整備活動を実施しています。また、同里山

を駿河台大学の環境教育の場として活用したり、地域

の小中学生の学習林としての活用も実施しています。
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「駿大の森」と「駿大の里山」を持続的に管理する

ため、授業科目として「森林文化」を設置しました。

森林と社会とのつながりは多様であり、それらを学生

が学習できるため、「森林文化」の講義では、学部ご

との特色を活かしたオムニバス授業を行っています。

法学部からは森林・林業基本法や「京都議定書」の

中身を題材とするものを、また、経営学部からは開発

と森林破壊の問題を題材とするものを、現代文化学部

● 森林教育を通じた学生の主体性やコミュニケー
ション能力の向上

森林をフィールドにした実地教育を通じて、学生の

「社会の中で協働し、自発的に動く能力」が自然な形

で養われています。伐採した木を運ぶ時、切り倒す方

向を声かけする時等、そこに学生同士の協力と協同が

自然に発生します。

●森林整備活動を通じた地域住民との交流活性化
「駿大の里山」を地域の小中学校に開放し、学習林

として活用してもらっています。小学生はドングリや

小枝を拾って図工の材料にしたり、中学生はヒサカキ

をノコギリで伐採したりする等の活動をしています。

からはエコツーリズムや日本人と森林との関わりの歴

史を題材とするものをと、森林との関係性を学ぶ機会

を提供しています。この座学に加え、「駿大の森」と

「駿大の里山」における実際の森林育成・整備作業を

重視した「森林文化演習」も開講しています。「森林

文化」「森林文化実習」を履修する学生数は、2014

年度は、1学年900名の学生に対して480名程度と

なりました。

「森林文化実習」を履修する学生や将来臨床心理士を

目指す大学院生が、安全で楽しい活動を補助しなが

ら、子供たちと触れ合う機会を設けています。小中学

生との関わりの中で学生自身が学ぶ側面もあります。

■活動の進め方

■活動の効果
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飯能市が派遣する林業の専門家「森の番人」も取り

組みに大きく貢献しています。学生たちは、道具の使

用技術や安全な作業を実施するために必要なこと、あ

るいは林業や森林に関しての基礎的なことを学んだり

と、森の番人と直接コミュニケーションをとってお

り、取り組みの活性化が促されています。

文部科学省の「現代的教育ニーズ取組支援プログラ

ム」に採択されたことで、3年間で2,400万円の資

金を確保することができたことが大きな成功要因の一

つです。この資金を活用することによって、チッパー

やテント等の機材や資材、ヘルメットやノコギリ等の

道具類を揃えることができました。

■成功要因や工夫した点

■駿河台大学と森との物語

・学生の主体性やコミュニケーション能力の向
上

・荒廃した森林の整備による植生や景観の回復
・森林整備活動を通じた地域交流の活発化

・学生参加で森づくりを進める
・地元小中学生にも開放する学習林を整備する

創出している企業価値 創出している社会価値

森づくりの方向性

学生の人間教育の一環として、学校有林等を活用した学生による森づくりをカリキュラムに導入。植林
や間伐等の作業を通じ、学生の主体性やコミュニケーション力が向上し、地域との交流も深まっている。


